
市の花／つつじ 

【書の心●誰にも親しんでもらえる書】 
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　漢字かな交じり近代詩文書。今回は、多字
数作品として紹介させていただきます。 
 「翼をください」山上路夫詩。この詩は大
好きな詩文で、胸せまる感動の中口ずさみな
がら自己陶酔の感傷味を作品から取り出そう 

と努力しましたが、思いの半分に届かず、人
と人とが愛の中で助け合い、信じ合い一生懸
命に生きる感動と「ありがとう」の気持ちを
大切に今年の締めになったらと念じておりま
す。 

鹿島紫龍 
か しま しりゅう 

うた 



岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

 

広報いわくら　2006年12月1日号　No.857

裏表紙 山内一豊・千代 紀行 
「功名が辻」高知城完成 

市政の窓 ３ 
「岩倉市史・現代」を発刊します 

国勢調査による人口が公表されま 

した 

いわくらフリーマーケットを開催 

します 

セントラル愛知定期演奏会「ロシ 

ア・ロマン派音楽」小中学生無料ご 

招待 

叙勲受章者と岩倉市表彰受賞者の 

皆さんを紹介します 

岩倉市まちづくり文化振興事業助 

成制度 

アダプトプログラム（公園・道路等 

の里親制度）にご参加を！ 

犯罪にあわないために… 

不用品データバンク 

介護サービス情報の公表制度をご 

利用ください 

市税の納税相談窓口を開設します 

第１１回いわくら五条川マラソン 

無料耐震診断を行います 

市民ギャラリー・ミニステージ情報 

クリスマスイルミネーション 

指名競争入札結果 

図書館からのお知らせ 

あなたの住民税が変わります 

…３ 

 

…３ 

 

…３ 

 

 

…３ 

 

…４ 

 

…５ 

 

…５ 

…６ 

…６ 

 

…７ 

…７ 

…７ 

…８ 

…８ 

…８ 

…８ 

…９ 

…１０ 

男女共同参画をめざして 
共働き・対等のパートナー 

「パニック障害」ってどんな病気？ 

１１ 
クリーンチェックいわくら２００６ご 
協力ありがとうございました 

１２ 
岩倉市の人事行政の運営等 
の状況 

１７ 
消費者トラブルに巻き込ま 
れないために 

１６ 知っておきたい健康講座 

１７ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２４ 

学校通信 
岩倉東小学校 

２６ 

フォトニュース ２７ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １８ 

募集 １８ 

講座・教室 １９ 

相談・その他 １９ 

催し １８ 

▲１１月５日に行われた市民音楽祭。 



　平成１７年国勢調査の第１次基本集計結果が
公表されました。 
 
岩倉市の人口 
　４７，９２６人（男２３，９８３人、 女２３，９４３人） 
岩倉市の世帯数 
　１８，７７４世帯 
 
　主要な統計表は、統計局ホームページ 
（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｓｔａｔ．ｇｏ．ｊｐ/）でご覧いただけます。 
●問合先　企画課企画係（☎３８－５８０２）まで。 

国勢調査による人口が公表されました 
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●
市
政
の
窓
●
 

「
岩
倉
市
史
・
現
代
」
を
 

発
刊
し
ま
す
 

い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
 

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
定
期
演
奏
 

会
「
ロ
シ
ア
・
ロ
マ
ン
派
音
楽
」
 

小
中
学
生
無
料
ご
招
待
 

　
昭
和
６０
年
に
「
岩
倉
市
史
」
を
発
刊
し

て
か
ら
２０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間

の
、
自
然
、
産
業
、
文
化
、
行
政
な
ど
の

記
録
を
後
世
に
残
す
た
め
、
市
制
３５
周
年
 

記
念
事
業
と
し
て
、「
岩
倉
市
史
・
現
代
」
 

             

を
発
刊
し
ま
す
。
　
　
 

　
Ａ
５
版
箱
入
り
、
ク
ロ
ス
張
り
上
製
本

で
、
約
４
５
０
ペ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
市
史

を
次
の
と
お
り
販
売
し
ま
す
。
 

●
販
売
開
始
日
　
１２
月
１
日
（金）
 

●
販
売
場
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
 

●
販
売
価
格
　
２
千
円
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
の
駐
車
場
で
開
催
し

ま
す
。
 

　
掘
り
出
し
物
が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す

よ
。
 

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
に
併

せ
て
「
野
菜
の
広
場
」
が
新
鮮
採
れ
た
て

の
野
菜
を
販
売
す
る
ほ
か
、
地
元
商
店
も

参
加
す
る
予
定
で
す
。
 

●
と
き
　
１２
月
１７
日
（日）
午
前
９
時
〜
正

午
 

※
雨
天
の
場
合
は
２４
日
（日）
に
延
期
し
ま

す
。
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
中
は
、
駐
車

場
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
来
場
は
徒
歩

ま
た
は
自
転
車
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
定
期
演

奏
会
に
岩
倉
市
在
住
の
小
・
中
学
生
を
無

料
で
招
待
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
来
場
は
保
護
者
同
伴
と
し
、

保
護
者
は
有
料
で
す
。
座
席
は
Ａ
席
４
千

円
・
Ｂ
席
３
千
円
・
Ｃ
席
２
千
円
が
あ
り
、

児
童
・
生
徒
と
保
護
者
の
ペ
ア
席
と
な
り

ま
す
。
 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
人
に
は
後
日
入
場
券

の
配
付
方
法
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
１
月
２６
日
（金）
午
後
６
時
４５

分
開
演
（
午
後
６
時
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
 

●
出
演
　
指
揮
／
小
松
長
生
、
ピ
ア
ノ
／

小
山
実
稚
恵
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽

団
 

●
曲
目
　
歌
劇
「
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ

ラ
」
序
曲
／
グ
リ
ン
カ
、
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
３
番
二
短
調
作
品
３０
／
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
、
交
響
曲
第
６
番
ロ
短
調
作
品
７４
「
悲

愴
」
／
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
 

●
応
募
方
法
　
児
童
・
生
徒
の
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、

希
望
す
る
座
席
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所

６
階
生
涯
学
習
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

●
締
切
日
　
１２
月
１５
日
（金）
必
着
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

こ
ま
つ
ち
ょ
う
せ
い
 

こ
や
ま
み

ち

え
 



●
市
政
の
窓
●
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●
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政
の
窓
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叙
勲
受
章
者
と
岩
倉
市
 

表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん
 

を
紹
介
し
ま
す
 

      　
受
章
の
ご
栄
誉
を
心
か
ら
お
祝
い
し
、

ご
紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
。
 

旭
日
双
光
章
（
秋
の
叙
勲
）
 

★
地
方
自
治
功
労
 

　
伊
左
治
仁
（
７８
歳
）
中
本
町
 

      旭
日
単
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）
 

★
地
方
自
治
功
労
 

　
関
戸
喜
代
志
（
　
歳
）
西
市
町
 

     岩
倉
市
表
彰
 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
年
１２
月
１
日
の
市
制

記
念
日
に
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
受

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
順
不
同
・
敬

称
略
）
。
 

●
自
治
功
労
者
表
彰
 

★
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
 

　
村
瀬
久
通
（
東
町
）
、
高
木
大
宇
（
新

　
柳
町
）
、
鹿
島
紫
龍
（
南
新
町
）
 

●
特
別
功
労
表
彰
 

★
文
化
の
振
興
に
貢
献
 

　
水
野
本
光
（
中
本
町
）
 

★
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
 

　
小
川
清
夫
（
下
本
町
）
、
松
浦
公
平

（
栄
町
）
、
前
田
一
雄
（
小
牧
市
）
 

●
一
般
表
彰
 

★
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
 

　
井
上
洋
一
（
八
剱
町
）
、
小
森
一
朗

（
南
新
町
）
、
福
地
恵
美
子
（
中
野
町
）
 

★
教
育
、
体
育
、
学
術
そ
の
他
文
化
の
振

興
に
貢
献
 

　
青
山
秀
彦
（
本
町
）
、
青
木
豊
（
西
市

　
町
）
、
伊
藤
　
雄
（
下
本
町
）
、
土
屋

　
小
苑
（
東
新
町
）
、
丹
羽
進
太
郎
（
本

　
町
）
、
関
戸
俊
晃
（
中
本
町
）
、
小
室

　
民
子
（
下
本
町
）
、
中
村
信
雄
（
中
央

　
町
）
、
井
上
克
己
（
八
剱
町
）
、
長
谷

　
川
雄
一
（
大
山
寺
町
）
、
溝
口
道
雄

（
稲
荷
町
）
 

★
社
会
事
業
に
尽
瘁
 

　
村
上
儀
正
（
中
本
町
）
 

★
民
生
の
安
定
に
貢
献
 

　
浅
野
俊
子（
大
地
町
）
、
樋
口
慶
子
（
下

　
本
町
）、
福
冨
富
貴
子
（
下
本
町
）
、
舩

　
橋
昌
康
（
井
上
町
）
、
牧
野
善
雄
（
下

　
本
町
）
、
真
野
美
知
子
（
泉
町
）
 

★
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
 

　
加
藤
芳
幸（
神
野
町
）
、小
川
和
子
（
西

　
市
町
）
、
千
澤
口
秋
江
（
新
柳
町
）
、

　
中
山
文
子
（
石
仏
町
）
、
　
川
俊
枝

（
曽
野
町
）
 

★
火
災
そ
の
他
災
害
の
防
護
に
貢
献
 

　
安
倍
臣
典
（
五
条
町
）
、
小
神
裕
一

（
東
新
町
）
、
堀
健
一
（
大
地
町
）
、

　
松
浦
正
幸
（
中
本
町
）
、
福
田
恭
三

（
東
新
町
）
 

●
特
別
表
彰
（
個
人
）
 

★
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
 

　
梅
本
保
夫
（
下
本
町
）
、
市
橋
　
赳
　

（
泉
町
）
、
木
村
　
男（
北
島
町
）
、
柴
田

　
巖
（
大
地
新
町
）
、
舩
橋
凱
夫
（
東

　
町
）
 

★
篤
行
者
で
市
民
の
模
範
 

　
佐
 
文
子
（
宮
前
町
）
 

●
特
別
表
彰
（
団
体
）
 

★
社
会
事
業
に
尽
瘁
 

　
岩
倉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
、
ラ
ッ

　
コ
の
会
、
友
愛
訪
問
む
ぎ
の
会
、
岩
倉

　
手
話
サ
ー
ク
ル
こ
い
の
ぼ
り
夜
の
部
、

　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
岩
倉
第
１
団
、

　
岩
倉
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
岩
倉

　
市
肢
体
不
自
由
児
・
者
父
母
の
会
、
岩

　
倉
市
心
身
障
害
児
者
育
成
会
、
明
る
い

　
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
岩
倉
市
児

　
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
 

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰
 

★
婚
姻
後
６０
年
を
迎
え
ら
れ
た
人
 

　
石
黒
幸
之
助
・
た
ま
子
（
東
町
）
、

　
石
黒
仙
松
・
み
つ
子
（
東
町
）、
伊
藤

　
光
男
・
き
り（
中
央
町
）、
井
上
秋
安
・

　
美
枝（
宮
前
町
）、
井
上
新
二
・
妙
子

（
八
剱
町
）、
大
島
金
正
・
あ
き
（
大
市

　
場
町
）、大
島
久
信
・
ふ
 
（
川
井
町
）
、

　
大
竹
藤
一
・
な
つ
子
（
本
町
）
、

　
大
谷
　
・
好
惠
（
新
柳
町
）
、
木
全

　
勲
・
照
子（
石
仏
町
）、
倉
知
七
郎
・

　
喜
代
子
（
八
剱
町
）、櫻
井
金
吉
・
み
さ

　
を
（
西
市
町
）、
清
水
　
・
ミ
ツ
子
（
曽

　
野
町
）、鈴
木
宗
一
・
照
子
（
北
島
町
）
、

　
鷲
見
徹
・
サ
ヨ
子
（
下
本
町
）、
関
戸

　
守
男
・
あ
さ
子（
西
市
町
）、
高
木
國
一
・

　
キ
ル（
曽
野
町
）、
牧
昭
・
照
子
（
中
央

　
町
）、水
谷
善
彌
・
壽
美
（
旭
町
）、
宮
田

　
武
夫
・
鈴
子（
鈴
井
町
）、
宮
村
孝
幸
・

　
カ
ワ
ヱ
（
曽
野
町
）、村
瀬
明
・
さ
か
え

（
大
市
場
町
）
 

●
感
謝
状
（
個
人
）
 

★
社
会
事
業
に
尽
瘁
 

　
岸
昌
子
（
下
本
町
）
、
関
戸
美
千
江

（
西
市
町
）
、
　
田
辰
代
（
鈴
井
町
）
、

　
重
盛
文
子
（
下
本
町
）
、
古
田
保
子

（
東
新
町
）
、
関
戸
あ
さ
子
（
西
市
町
）
、

　
宮
田
源
次（
石
仏
町
）、
鈴
木
三
郎
（
神

　
野
町
）
、
井
上
正
昭
（
中
本
町
）
、
加

　
藤
誠
三（
中
本
町
）、
前
田
た
ね
子
（
八

　
剱
町
）
、
櫻
井
金
昭
（
西
市
町
）
 

●
感
謝
状
（
団
体
）
 

★
社
会
事
業
に
尽
瘁
 

い

さ

じ
ひ
と
し
 

む
ら
せ
ひ
さ
み
ち
 

た
か
ぎ
だ
い
う
 

か
と
う
よ
し
ゆ
き
 せ

ん
じ
ゃ
く
あ
き
え
 

な
か
や
ま
ふ
み
こ
 

あ

べ

た
か
の
り
 

ま
つ
う
ら
ま
さ
ゆ
き
 

ふ
く
だ
き
ょ
う
ぞ
う
 

う
め
も
と
や
す
お
 

き
む
ら
ひ
で
お
 

い
わ
お
 

ふ
な
は
し
よ
し

お
 

さ
ざ
き
ふ
み
こ
 

し
ば
た
 

い
ち
は
し

た
け
る
 

ほ
り
け
ん
い
ち
 

こ

が
み
ゆ
う
い
ち
 

よ
し
か
わ
と
し

え
 

お
が
わ
か
ず
こ
 

い
し
ぐ
ろ

こ
う

の

す
け
 

い
し
ぐ
ろ
せ
ん
ま
つ
 

み
つ
お
 

い
の
う
え
あ
き
や
す
 

よ
し
え
 

い
の
う
え
し
ん

じ
 

お
お
し
ま
か
ね
ま
さ
 

お
お
し
ま
ひ
さ
の
ぶ
 

お
お
た
け
と
う
い
ち
 

お
お
た
に
の
ぼ
る
 

よ
し

え
 

き

ま
た
 

い
さ
お
 

き

よ

こ
 

さ
く
ら
い
か
ね
よ
し
 

し
み
ず
は
じ
め
 

す
ず
き
そ
う
い
ち
 

す

み

と
お
る
 

せ
き

ど
 

も
り
お
 

た
か
き
く
に
い
ち
 

ま
き
あ
き
ら
 

み
ず
た
に
よ
し

み
 

す

み
 

み
や
た
 

た
け
お
 

す
ず
こ
 

む
ら
せ
あ
き
ら
 

き
し
ま
さ
こ
 

み
や
た

た
つ
よ
 

し
げ
も
り
ふ
み

こ
 

ふ
る

た
や
す
こ
 

せ
き
ど

こ
 

み
や
た

げ
ん
じ
 

す
ず
き

さ
ぶ
ろ
う
 

い
の
う
え
ま
さ
あ
き
 

と
う
せ
い
ぞ
う
 

ま
え
だ

こ
 

さ
く
ら
い
き
ん
し
ょ
う
 

か
 

せ
き
ど

み

ち

え
 

み
や
む
ら
た
か
ゆ
き
 

て
る
こ
 

こ
 

こ
 

て
る
こ
 

こ
 

て
る
こ
 

く
ら

ち

ひ
ち
ろ
う
 

さ
 

た
え
こ
 

い

と
う
 

こ
 

こ
 

こ
 

か

し
ま
し
り
ゅ
う
 

み
ず
の

ほ
ん
こ
う
 

お
が
わ
き
よ
お
 

ま
つ
う
ら
こ
う
へ
い
 

ま
え
だ
か
ず

お
 

い
の
う
え
よ
う
い
ち
 

こ
も
り
い
ち
ろ
う
 

ふ
く

ち

え

み

こ
 

あ
お
や
ま
ひ
で
ひ
こ
 

あ
お
き
ゆ
た
か
 

い
と
う
く
に
お
 

に

わ

し
ん
た
ろ
う
 

せ
き
ど

と
し
あ
き
 

た
み
こ
 

な
か
む
ら
の
ぶ
お
 

が
わ
ゆ
う
い
ち
 

む
ら
か
み
よ
し
ま
さ
 

あ
さ
の
と
し
こ
 

ふ
く
と
み
ふ

き

こ
 

は
し
ま
さ
や
す
 

ま
き
の

よ
し

お
 

ま

の

み

ち

こ
 

ふ
な
 

ひ
ぐ
ち
け
い
こ
 

み
ぞ
ぐ
ち
み
ち
お
 

い
の
う
え
か
つ
み
 

は

せ
 

こ

む
ろ
 

し
ょ
う
え
ん
 

つ
ち

や
 

せ
き
ど

き

よ

し
 

 

８８
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介
護
者
の
つ
ど
い
す
み
れ
会
、
岩
倉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
い
わ
く
ら
ジ
ュ

ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、
虹
の
会
、
ナ

ゴ
ヤ
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
い

わ
く
ら
塾
、
株
式
会
社
岸
新
聞
店
、
ふ
れ

あ
い
花
の
会
、
ユ
ニ
ー
岩
倉
店
、
岩
倉
市

婦
人
会
、
中
本
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
仲
間

の
会
、
東
町
区
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

野
寄
町
区
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
岩

倉
団
地
自
治
会
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

東
町
を
守
る
会
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎
３
８
‐

５
８
０
１
）
ま
で
。
 

      　
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
文
化
事
業
に
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
 

●
助
成
対
象
事
業
　
今
ま
で
の
枠
を
超
え

て
自
主
的
に
行
わ
れ
る
次
の
文
化
活
動
を

対
象
と
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
専
ら
営
利
を
目
的
と
す
る
事

業
や
、
特
定
の
政
治
、
宗
教
活
動
を
目
的

に
行
わ
れ
る
事
業
、
お
よ
び
恒
常
的
に
行

わ
れ
る
事
業
は
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
 

　
ま
た
、
外
部
か
ら
人
を
招
い
て
開
催
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
等
も
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
 

①
活
動
発
表
事
業
…
複
数
の
団
体
が
共
同

で
行
っ
た
り
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
る
な

ど
し
て
、
従
来
の
活
動
の
枠
を
越
え
て
行

わ
れ
る
発
表
会
な
ど
の
事
業
。
 

　
た
だ
し
、
特
定
の
流
派
、
会
員
、
個
展

な
ど
に
か
か
わ
る
事
業
は
原
則
と
し
て
対

象
外
で
す
。
 

②
文
化
情
報
事
業
…
岩
倉
市
の
文
化
情
報

の
Ｐ
Ｒ
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た

め
に
製
作
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
情
報

誌
な
ど
の
発
行
 

③
人
材
育
成
・
交
流
事
業
…
文
化
に
関
す

る
人
材
育
成
や
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
研
究
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
開
催
 

④
そ
の
他
…
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

振
興
に
関
す
る
事
業
 

助
成
金
額
　
助
成
金
額
は
、
日
常
的
な
活

動
費
や
人
件
費
、
入
場
料
な
ど
の
収
入
を

除
い
た
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
限

度
額
は
３
０
０
万
円
。
 

●
事
業
期
間
　
平
成
１９
年
度
に
実
施
予

定
の
事
業
 

●
申
請
の
手
続
き
　
所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１２
月
２２
日

（金）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す
 

岩
倉
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
 

振
興
事
業
助
成
制
度
 

　岩倉市では、「自分たちの住むこの街をきれいにしよう」「自
分たちの地域に愛着を持ってもらおう」、そんな気持ちを持つ
市民の皆さんによる、アダプトプログラム（公園・道路等の里
親制度）を実施しています。 

アダプトプログラムとは？ 
　「アダプト」とは英語で、「養子にする」という意味です。
つまり、公園・道路等を「里子」と見立てて、市民の皆さ
んが「里親」となって定期的に空き缶、吸殻等の散乱ご
みを収集して環境美化活動を行うというものです。参
加は、子ども会、スポーツ団体、友人グループなどの団
体および個人、企業での参加となります。参加団体等
には、市から活動に必要なごみ袋、清掃道具、腕章等
を提供します。また、市と活動内容等について、簡単な
合意書の交換を行っていただきます。 
　現在は、市内で２，０８９人の皆さんが登録され、道路、
公園等をきれいにしていただいています。皆さんの手
でごみのない公園・道路等に育ててみませんか。 

主な内容 
●清掃美化する区画　ボランティアとなる市民や団体、
企業が「里親」として一定区画（公園・道路等）を自分の
「里子」とみなし、定期的に清掃し面倒を見ていただきま
す。身近なところを自分のできる範囲の清掃で結構です。 
●対象　子ども会、スポーツ団体、友人グループなどの
団体及び個人、企業 
●活動方法　月２回程度のボランティアによる美化活動 
●活動内容　公園・道路等の環境美化活動（空き缶、
吸殻等の散乱ごみの収集と除草等） 
●支給物品　ごみ袋、清掃道具、腕章等 
●手続き　里親を希望される人は、環境保全課に用
意してあるアダプトプログラム申込書に必要事項を記入
し、提出してください。 

私たちの街だから　私たちの手できれいに 

●申込・問合先　環境保全課環境啓発係（☎３８―５８０８）まで。 

アダプトプログラム（公園・道路等の 
里親制度）にご参加を！ 
アダプトプログラム（公園・道路等の 
里親制度）にご参加を！ 
アダプトプログラム（公園・道路等の 
里親制度）にご参加を！ 

▲「岩倉市婦人会」の皆さん 



　ご家庭で眠っている不用品

の有効利用と、むだのない消費

生活のために不用品データバ

ンクをご活用ください。 

　物品のやりとりは、当事者間

で話し合っていただきます。 

ディズニーオルゴールメリー、チャイルド

シート、パイン材テーブル（折りたたみ

式）、ワーキングチェア 

はがき用カラープリンター、ベビーラック、

学習机、ピアノ、飾り棚、ダイニングテー

ブル（イス付） 

ベビーゲート、ミシン、ベビーカー、耕運

機、電子ピアノ、ミシン（工業用でも可） 

★譲ります（有償） 

 

 

★あげます（無償） 

 

 

★求 め ま す 

※登録物品は岩倉市ホームページ 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/でも確認できます。 

●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

不用品データバンク 不用品データバンク 不用品データバンク 

登録物品（１０月３１日現在） 
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      空
き
巣
・
忍
込
み
に
ご
用
心
 

　
最
近
、
住
宅
を
狙
っ
た
空
き
巣
被
害
や
、

忍
込
み
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
本
年

９
月
ま
で
の
間
に
、
空
き
巣
被
害
が
６２
件
、

忍
込
み
が
１８
件
発
生
し
て
お
り
、
主
な
手

口
と
し
て
、
ガ
ラ
ス
破
り
が
約
６０
㌫
、
か

ぎ
の
掛
け
忘
れ
が
約
３０
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。
市
内
の
忍
込
み
被
害
は
、
愛
知
県

内
で
多
発
し
て
い
る
地
域
に
該
当
し
て
い

ま
す
。
 

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
外
出
時

や
就
寝
時
前
に
は
必
ず
施
錠
の
確
認
を
し

て
、
貴
重
品
は
寝
室
へ
持
っ
て
い
く
な
ど
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
犯
罪
に
つ
な
が
る
不
審
な
行
為

を
見
つ
け
た
ら
即
１
１
０
番
、
犯
罪
被
害

に
あ
っ
た
と
き
も
即
１
１
０
番
、
犯
罪
を

許
さ
な
い
気
持
ち
が
大
切
で
す
。
 

年
末
・
年
始
地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動
 

　
年
末
・
年
始
は
、
空
き
巣
、
車
上
ね
ら

い
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
窃
盗
犯
罪
の
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
年
末
・
年
始
に

お
け
る
地
域
安
全
（
防
犯
）
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
 

●
期
間
　
１２
月
１
日
（金）
〜
平
成
１９
年
１

月
１０
日
（水）
 

●
重
点
目
標
 

・
街
頭
犯
罪
・侵
入
犯
罪
抑
止
活
動
の
強
化
 

・
交
通
死
亡
事
故
抑
止
活
動
の
強
化
 

・
初
詣
に
伴
う
雑
踏
事
故
等
の
防
止
活
動

の
強
化
 

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

年
末
年
始
を
安
全
に
 

　
安
全
で
明
る
い
年
の
瀬
を
過
ご
し
、
輝

か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
犯
罪

の
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活
安
全
課

（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
ま
で
。
 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
 

　
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助
 

成
金
交
付
制
度
は
、
今
年
９
月
ま
で
に
４

５
２
世
帯
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た
 

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等
 

                 の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ

ー
ま
た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０
 

                 円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

口
座
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
品
物
等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
賃
貸
住
宅

等
の
場
合
は
、
所
有
者
（
大
家
さ
ん
）
の

同
意
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
助
成
金
は

振
込
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
口
座
番

号
の
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
・・・
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平
成
１８
年
４
月
か
ら
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

情
報
の
公
表
」
制
度
が
開
始
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
制
度
は
、
利
用
者
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
所
・
施
設
を
客
観
的
に
比
較
・

検
討
し
て
適
切
に
選
ぶ
た
め
の
情
報
を
提

供
す
る
仕
組
み
で
す
。
 

　
こ
の
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
、
い
つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
情
報
が

入
手
で
き
、
愛
知
県
で
は
、
愛
知
県
介
護

サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
ぶ
と
き
や
、

公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
と
実
際
の
利
用
状

況
の
確
認
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

愛
知
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

h
ttp
://w

w
w
.k
a
ig
o
-k
o
u
h
y
o
u
-

a
ic
h
i.jp

/k
a
ig
o
sip
/T
o
p
.d
o
 

公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
 

　
「
基
本
情
報
」
事
業
所
の
名
称
、
所
在

地
、
職
員
体
制
、
利
用
者
数
、
利
用
料
金

な
ど
、
「
調
査
情
報
」
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
、
事
業
所
の
運
営
状
況
な
ど
 

公
表
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
 

　
平
成
１８
年
度
に
対
象
と
な
っ
て
い
る

の
は
次
の
９
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、
通
所
介
護
、

特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
、
福
祉
用
具

貸
与
、
居
宅
介
護
支
援
、
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
。
こ
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
準
備
で
き
し
だ

い
、
順
次
追
加
さ
れ
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      　
市
の
歳
入
の
う
ち
で
も
重
要
な
市
税
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
こ
の
市
税
の

納
め
忘
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
日
ご
ろ
、
仕
事
な
ど
で
税
金
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
納
税
相
談
を
受

け
た
い
人
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
臨
時

の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
越
し
の
人
で
分

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
印
か
ん
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１２
月
３
日
（日）
〜
１７
日
（日）
ま
で

の
土
・
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
税
務
課
 

●
問
合
先
　
税
務
課
収
納
係
（
☎
３
８
‐

５
８
０
６
）
ま
で
。
 

介
護
保
険
制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
 

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

市
税
の
納
税
相
談
窓
口
 

を
開
設
し
ま
す
 

●と　き　平成１９年３月４日（日）（雨天決行） 
●ところ　総合体育文化センター（開会式、閉会式会場） 
●コース　マラソン１０キロコース、４キロコース、ジョギング２キロコース 
●種目・参加料 
　マラソン１０キロコース 
 
 
 
 
　マラソン４キロコース 
 
 
 
 
 
 
　ジョギング２キロコース 
 
 
●申 込 方 法　１２月１日（金）から平成１９年１月１０日（水）までに所定の申込書で申し込んでください 
　　　　　　　　（申込書は市内の各施設で配布予定です）。 
●ゲストランナー　千葉真子（２００３年世界選手権女子マラソン銅メダリスト） 
●主　　　　催　岩倉市・岩倉市教育委員会 
●主　　　　管　いわくら五条川マラソン実行委員会 
●申込・問合先　いわくら五条川マラソン実行委員会事務局（総合体育文化センター内☎６６―２２２２）まで。 

第１１回 いわくら五条川マラソン 

…１，１００円 
…………………１，１００円 

…１，１００円 
…………………１，１００円 

 
………………………４００円 

…１，１００円 
…………………１，１００円 

………………………４００円 
…１，１００円 

…………………１，１００円 
 

………………………４００円 
…………………………１００円 

男子４０歳未満（高校生以上） 
男子４０歳以上 
女子４０歳未満（高校生以上） 
女子４０歳以上 
 
男子中学生 
男子４０歳未満（高校生以上） 
男子４０歳以上 
女子中学生 
女子４０歳未満（高校生以上） 
女子４０歳以上 
 
高校生以上 
小中学生 

１部 
２部 
３部 
４部 
 

５部 
６部 
７部 
８部 
９部 
１０部 

 
１１部 
１２部 
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      木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、

住
宅
の
耐
震
診
断
に
よ
り
わ
が
家
の
耐
震

性
を
知
り
、
耐
震
補
強
を
す
る
な
ど
必
要

な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
）
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
）
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　
　
　
　

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
‐

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
で
。
 

指名競争入札結果 （１０月１９日～２６日） 

障害者センター訓練室改修工事 

舗装修繕工事 

舗装修繕工事 

長瀬橋耐震補強工事 

昭和橋耐震補強工事 

東町仙奈１５８番地 

石仏町地内 

大山寺町外２地内 

東町地内 

東町地内 

㈱丹羽組 

㈲八信建設 

㈱江口組 

㈱松本工務店 

関戸工業㈱ 

６，０３７，５００ 

３，２５５，０００ 

５，６７０，０００ 

２，７３０，０００ 

１，９９５，０００ 

１０／２４～Ｈ１９／２／２８ 

１０／２４～１２／２２ 

１０／２７～Ｈ１９／１／１９ 

１０／３１～Ｈ１９／２／９ 

１０／３１～Ｈ１９／２／９ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　　間 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
 

住
宅
対
象
 

無
料
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
 

市民ギャラリー 
【岩倉市絵画協会展】 
●と　き　１２月１１日（月）～１７日（日） 
●問合先　大野（☎３７－００５７）まで。 
【平和のための戦争展】 
●と　き　１２月１８日（月）～２４日（日） 
●問合先　横江（☎６６－７９２０）まで。 
ミニステージ 
【小さなミュージシャンクリスマスコンサート】 
●と　き　１２月１７日（日）午後２時～４時 
●問合先　安田（☎３７－１２５７）まで。 

市民ギャラリー・ミニステージ情報 市民ギャラリー・ミニステージ情報 

　賑わいのまちづくり事業第２弾としてお祭り広場内の桜
を光の装飾で飾りつけます。 
　期間は１２月１日（金）から２５日（月）の午後５時か
ら９時までです（１日は試験点灯で７時まで）。 
　３日からはお祭り広場ステージ上に自由に飾りつけでき
るスペースを用意しますので参加者を募集します（例えば、
ご家庭で使用されていたクリスマスツリーに飾りつけをし
ていただくなど。グループでの参加も可能です。なお、電
源は協議会で用意します）。 
　また、各家庭でイルミネーションされたお宅をマップで
紹介する企画「光のまちいわくら」への参加者も募集して
います。 
※賑わいのあるまちづくり事業に対する皆さまからの協賛
金を募集しておりますので、ご協力をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
●問合先　岩倉市まちづくり推進協議会事務局 
　　　　 （商工農政課内☎３８－５８１２）まで。 
　　　　　E-mail:gyousei@city.iwakura.aichi.jp

☆ クリスマスイルミネーション ☆ 

記念イベント 

１２：３０～１２：４５ 

１２：５０～１３：５０ 

１４：００～１６：００ 

１６：４０～ 

岩倉鳴子踊りの会「チーム五条川桜」 

岩倉民謡舞踊連盟 

マレーシア・日本文化交流の集いｉｎ岩倉 

点灯式 

１２／２（土） 
お祭り広場 
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     ●
開
館
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

７
時
 

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
・
月
の
末
日
・

年
末
年
始
（
そ
の
他
に
特
別
整
理
期
間
が

あ
り
ま
す
）
 

●
貸
出
資
料
点
数
　
７
点
ま
で
 

●
貸
出
期
間
　
１５
日
以
内
 

●
館
外
利
用
券
　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
等
を
確
認
で
き
る
、
運
転
免
許
証
や
保

険
証
な
ど
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
場

で
発
行
で
き
ま
す
。
 

●
リ
ク
エ
ス
ト
制
度
　
図
書
館
に
な
い
資

料
（
図
書
に
限
り
ま
す
）
で
、
閲
覧
ま
た

は
、
貸
出
し
を
ご
希
望
の
場
合
、
購
入
あ

る
い
は
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
し

て
ご
希
望
に
添
う
よ
う
努
め
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
制
度
の
利
用
は
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
の
み
で
、
７
点
ま
で
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
　
図
書
館
所
蔵
の
資

料
に
限
り
そ
の
一
部
を
複
写
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
著
作
権
法
の
関
係

で
お
断
り
す
る
資
料
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
１
枚
（
白
黒
）

に
つ
き
１０
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。
 

●
参
考
業
務
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）
　
日
常

生
活
や
仕
事
上
の
疑
問
や
調
べ
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
に
関
す
る
資
料

を
提
供
し
、
調
べ
も
の
の
援
助
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
法
律
・
医
療
相
談
・
ク
イ
ズ
・

宿
題
・
テ
ス
ト
の
回
答
等
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
。
 

お
話
し
会
　
 

　
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
で
、
毎
週
土
曜
日
に
お
話
し

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
、
手
遊
び
な
ど
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

児
童
コ
ー
ナ
ー
…
午
後
２
時
〜
２
時
３０
分
、

図
書
館
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
…
午
後
３
時
〜

３
時
３０
分
 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
 

　
お
子
さ
ん
に
初
め
て
絵
本
を
読
む
の
に

ど
う
し
た
ら
良
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
。
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
絵
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か

せ
方
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
子
ど
も
と
一
緒
に
本
に
親
し
む

機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
図
書
館
お
話
し
コ
ー

ナ
ー
…
毎
月
第
１
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

〜
１１
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
…
毎
月
の
８
か

月
児
育
児
教
室
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時
　
 

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
毎
年
９
月
の
第
２
土
曜
日
に
、
図
書

館
と
公
民
館
の
講
堂
を
会
場
に
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
プ

ロ
・
ア
マ
の
人
形
劇
と
、
手
づ
く
り
工

作
コ
ー
ナ
ー
な
ど
毎
年
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
演
目
に
つ
い
て
は
そ
の

都
度
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
３
月
に
も
子
ど

も
劇
場
と
し
て
人
形
劇
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

子
供
映
画
会
 

　
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
〜
、
２
階

視
聴
覚
室
で
子
供
向
け
の
ア
ニ
メ
を
上
映

し
て
い
ま
す
。
 

図
書
館
基
本
情
報
 

図書館からのお知らせ 図書館からのお知らせ 図書館からのお知らせ 

　１２月１日から、図書館にどんな資料があるか、今、貸出中
なのか、などご自宅のパソコンや、携帯電話から調べることが
できるようになりました。 
　また、検索の結果貸出中のものについては、パソコン・携帯
電話から予約（７点まで）することもできます。ただし、事前
の登録が必要ですので、館外利用券（お持ちでない人は登録が
必要です）、自動車免許証・保険証など住所氏名等確認できる
ものをご持参のうえ、図書館で手続きをしてください。 

　図書館で不用となった図書を差し上げます。お渡
しする本は、一般図書（児童図書を含む）と雑誌で、１
人それぞれ１０点までです。 
●と　き　１２月１６日（土）・１７日（日）午前９時３０分
　　　　　～午後５時 
●ところ　図書館２階  会議室 
●対象者　市内在住・在勤・在学の人。または、岩倉
　　　　　市図書館の館外利用券をお持ちの人 
　　　　　（当日、氏名・住所が確認できるものまたは、
　　　　　館外利用券をご持参ください）。 

　クリスマスにちなんだおはなし会を
開催します。ぜひ、お越しください。 
●と　き　１２月１６日（土） 
　　　　　午後３時～３時４５分 
●ところ　図書館２階　視聴覚室 
●出　演　岩倉市図書館読み聞かせボ
　　　　　ランティア「おはなし会」 
●内　容　エプロンシアター、パネル
　　　　　シアター、大型絵本等読み
　　　　　聞かせ 

　図書館の年末業務は、１２月２７日（水）まで、年始は平成１９
年１月５日（金）からです。休館に伴って、１２月１４日（木）から
２７日（水）までの貸出点数と貸出期間を変更します。 
●貸出点数　「１人７点」を「１人１０点」に変更 
●貸出期間　「１５日間」を「２３日間」以内に変更 

図書館の資料がインターネットで調べられます 

年末業務に伴う 貸出点数と期間の変更について 

クリスマスおなはし会 クリスマスおなはし会 クリスマスおなはし会 

図書を差し上げます 図書を差し上げます 図書を差し上げます 

〈
問
合
先
　
☎
３
７
‐
６
８
０
４
〉
 



平成18年12月1日 10

パート2

●問合先　税務課課税第１係（☎３８‐５８０６）まで。 

平成１９年から税源移譲によって 

　市や県が、市民にとって必要な行政サービスを効率的に行えるよう、
国の所得税から地方の住民税（市・県民税）への税源移譲が平成１９
年から行われます。 
　また、税源移譲以外に、定率減税の廃止や、平成１７年１月１日
現在６５歳以上で、前年の合計所得金額が１２５万円以下であった
人の税額控除が変更されます。 
　では、具体的にあなたの税金はどう変わるのでしょうか？ 

　どのケースにおいても、税源移譲によって住民税が増額になった分、所得税が減額になっており、改正前後で
合計税額に変更はありません。 
　しかし、定率減税の廃止や６５歳以上の人の税額控除が変更になった影響が出ています。 

ケース１ 

改正適用前  

合計税額は変わらない 
１７，６００円減 

１７，６００円増 
（定率減税廃止の影響） 

改正適用後 

８０，０００円 

１１９，０００円 

１９９，０００円 

－１７，６００円 

１８１，４００円 

← 

← 

← 

→ 

→ 

→ 

１３９，５００円 

５９，５００円 

１９９，０００円 

０円 

１９９，０００円 

住民税 

所得税 

合計税額 

定率減税合計 

減税後合計税額 

給与収入が年間５００万円の夫婦子ども二人（うち一人は特定扶養親族） 

ケース２ 

改正適用前  

合計税額は変わらない 
２，０００円減 

３，１００円減 

（定率減税廃止と６５歳以上の 
税額控除変更の影響） 

改正適用後 

１６，５００円 

１０，０００円 

２６，５００円 

－２，０００円 

－１０，４００円 

１４，１００円 

← 

← 

← 

← 

→ 

→ 

→ 

→ 

２１，５００円 

５，０００円 

２６，５００円 

０円 

－７，３００円 

１９，２００円 

住民税 

所得税 

合計税額 

定率減税合計 

６５歳以上の税額控除 

減税後合計税額 

年金収入が年間２４０万円の７０歳以上夫婦 

５，１００円増 

ケース３ 

改正適用前  

合計税額は変わらない 
９，４００円減 

９，４００円増 
（定率減税廃止の影響） 

改正適用後 

４３，５００円 

６４，０００円 

１０７，５００円 

９，４００円 

９８，１００円 

← 

← 

← 

→ 

→ 

→ 

７５，５００円 

３２，０００円 

１０７，５００円 

０円 

１０７，５００円 

住民税 

所得税 

合計税額 

定率減税合計 

減税後合計税額 

年金収入が年間３００万円の７０歳以上夫婦 

※いずれのケースも社会保険料を収入金額の１０％として控除しています。 
※住民税には均等割４，０００円を含んでいます。 
※特定扶養親族とは１６歳以上２３歳未満の扶養親族を指します。 
※生命保険料控除、損害保険料控除を受ける場合は、所得税と住民税とでは控除額が異なるため、税額は同じにはなりません。 

国
か
ら
か
ら

地
方
地
方
へ

国
か
ら
か
ら

地
方
地
方
へ

国
か
ら

地
方
へ
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▲各地区に集められたゴミ 

▲集められたゴミを分別するボランティアサークルの皆さん ▲こんなに大きなゴミも… ▲子どもたちもがんばりました 

クリーンチェックいわくら２００６ クリーンチェックいわくら２００６ クリーンチェックいわくら２００６ 
ご協力ありがとうございました 

　１０月２８日から１１月１２日まで

市内全域を実施場所に行われた「クリ

ーンチェック２００６」には、１９０

団体８,３５２人の皆さんにご協力い

ただきました。期間中、全市から集め

られたごみは、約９,７００ｋｇにも

なりました。皆さんのご協力ありがと

うございました。 

東町区（区民・各種団体・子ども会・ゆうわ会　ほか）、新柳町区、新柳町一区（区役員・子ども会）、北島町（区
役員　ほか）、井上町区（井上ゆうわ会）、本町門前区（ゆうわ会・推進委員・子ども会・民生委員）、本町北口区
（区役員・ゆうわ会・子ども会役員・健康推進委員）、稲荷町区役員会、川井町区、鈴井町区、大市場町区（ゆう
わ会・子ども会・婦人消防クラブ・保健推進員）、岩倉団地自治会（東小児童・先生・母親・さくら会・南中ボラ
ンティア・南中もりもりくらぶ・水辺を守る会・自治会）、中央町区、石仏町、大地町区、泉町区（区役員・ゆう
わ会・子ども会）、八剱町区、下本町区（区役員・神明生田神社氏子総代・ゆうわ会・子ども会・子ども会役員・
保健推進委員）、中野町区、大山寺町区、中本町区、神野町区（子ども会・区役員・ゆうわ会・保健推進委員・民
生委員）、本町上市場区（いちい信用金庫岩倉本町支店・子ども会・有志会　ほか）、五条町、西市町区（昭和会・
ゆうわ会・婦人会）、南新町、野寄町、曽野町区（昭和会・ゆうわ会・子ども会・婦人防火クラブ）、いちい信用
金庫愛北営業部、岩倉郵便局、愛知北農業共同組合、岩倉市体育協会、岩倉ライオンズクラブ、岩倉ロータリー
クラブ、稲荷老人会、野寄老人クラブ、稲荷子ども会、泉子ども会、岩倉自動車整備組合、岩倉たばこ組合、県
立岩倉総合高等学校、中部電力（株）岩倉電力センター、藤徳紙器、岩倉ニューモラル友の会、岩倉市更生保護
女性会、岩倉市ボランティア活動センター運営協議会、仙奈保育園父母の会、曽野第２幼稚園母の会、岩倉北小
学校、岩倉南小学校、岩倉東小学校、五条川小学校、曽野小学校、岩倉中学校、南部中学校、南部保育園、東部
保育園、中部保育園、西部保育園、北部保育園、第一児童館学童保育、第二児童館・ひなげし母親クラブ・学童
保育、第三児童館、第四児童館、第五児童館・バラ母親クラブ、第六児童館、第七児童館・コスモス母親クラブ、
地域交流センターみどりの家、岩倉市児童館プチトマト母親クラブ、岩倉市図書館、岩倉市公民館、（社）岩倉市
シルバー人材センター、岩倉建設協力会、岩倉資源組合、岩倉青年会議所、岩倉市商工会、岩倉市指定可燃ごみ
収集袋取扱店組合、団地自治会、岩倉の水辺を守る会、ごみを考える会、岩倉エコバッグの輪、岩倉ナチュラリ
ストクラブ、岩倉市婦人会、岩倉市子ども会連絡協議会、岩子連ジュニアリーダー 

参加団体（順不同）※回収協力団体を含みます 
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岩倉市の人事行政の運営等の状況 岩倉市の人事行政の運営等の状況 岩倉市の人事行政の運営等の状況 
　岩倉市の人事行政の運営における公正性、透明性を高めることを目的として、「岩倉市人事行政の運営
等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成１７年度の職員の任用、給与、勤務時間その他の勤務条
件など人事行政の運営の状況についてお知らせします。 
　なお、詳細な資料については、市役所１階情報サロンまたは、市のホームページでご覧ください。 

※教育長を含み、小牧岩倉衛生組合派遣職員を除いています。 

１ 職員の任免および職員数に関する状況 

（１） 職員の採用の状況 

事務職 

３人 

看護師 

１人 

消防職 

２人 

合　計 

６人 

（２） 職員の退職の状況 

定年退職 

３人 

勧奨退職 

６人 

普通退職 

９人 

その他 
（死亡・免職等） 

－ 

合　計 

１８人 

（３） 職員の昇任及び降任の状況 （各年４月１日現在） 

部長級 

１人 

課長級 

３人 

昇　　　　　任 

主幹級 

５人 

係長級 

８人 

主任級 

５人 

降　任 

１人 

（４） 職員数の状況 （各年４月１日現在　単位：人） 

区分 

１７年 

（５） 再任用職員の状況 （各年４月１日現在） 

区　分 

短時間勤務職員 

平成１７年 

３人 

平成１８年 

２人 

１８年 

増減 

事務職 

２１６ 

２０８ 

△８ 

保育士 

７１ 

６９ 

△２ 

児童厚生員 

１２ 

１２ 

０ 

保健師 

１３ 

１３ 

０ 

看護師 

３ 

３ 

０ 

作業療法士 

１ 

１ 

０ 

歯科衛生士 

１ 

１ 

０ 

栄養士 

１ 

１ 

０ 

消防士 

４３ 

４３ 

０ 

技能労務職 

４５ 

４３ 

△２ 

合計 

４０６ 

３９４ 

△１２ 

（６） 職員定員適正化計画 （各年４月１日現在　単位：人） 

部　門 

一 般 行 政  

特 別 行 政  

公営企業等会計 

合　　　　　計 

平成１６年 

３０５ 

８７ 

３１ 

４２３ 

平成１７年 

２９３ 

８４ 

２９ 

４０６ 

平成１８年 

２８２ 

８４ 

２８ 

３９４ 

平成１９年 

２６９ 

８５ 

２８ 

３８２ 

平成２０年 

２６８ 

８２ 

２８ 

３７８ 

平成２１年 

２６８ 

７８ 

２８ 

３７４ 
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２　職員の給与の状況 

（１） 人件費の状況（平成１７年度普通会計決算） 

職員数 
（Ａ） 

３７６人 
（３） 

給　与　費 １人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ） 

１，４４３，６１５千円 ３３４，９２９千円 ６４２，５６９千円 ２，４２１，１１３千円 ６，４３９千円 

（２） 職員給与費の状況（平成１７年度普通会計決算） 

区　分 

岩倉市 

国 

一般行政職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

３６３，６５６円 ４４６，５１２円 ４６．０歳 

３２９，７２８円 － ４０．３歳 

技能労務職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

２８２，２２０円 ３３３，６９４円 ４４．２歳 

２８５，００８円 － ４８．１歳 

（３） 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （平成１７年４月１日現在） 

区　分 

期末勤勉手当 
（平成１７年度） 

調整手当 
（平成１７年度） 

特殊勤務手当 
（平成１７年度） 

時間外勤務手当 
（平成１７年度） 

職員全体に占める手当支給 
職員の割合 ３９．５％ 

退職手当 

扶養手当 

期末手当 

　６月期 

１２月期 

計 

支給率 

１０％ 

支給総額 

４１，３７９，４６３円 

職員１人当たり支給年額 

１４６，２１７円 

支給対象職員数 

３９５人 

国の制度（支給率） ０％ 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

４２８，７４８円 

１．４０月分（０．７５月分） 

１．６０月分（０．８５月分） 

３．００月分（１．６０月分） 

０．７０月分（０．３５月分） 

０．７５月分（０．４０月分） 

１．４５月分（０．７５月分） 

住居手当 ①自　　　宅　　２，５００円（新築・購入後５年間　３，５００円） 
②借間・借家　１２，０００円を超える家賃の額に応じ、最高２７，０００円 

通勤手当 

①交通機関利用者　　運賃等の額に応じ、最高５５，０００円 
②交通用具利用者　　通勤距離に応じ、３，５００円＊～２４，５００円 
③交通機関と交通用具の利用者 ①と②の合計額、最高５５，０００円 
＊Ｈ１７．１０．１から通勤距離片道２ｋｍ未満及び徒歩通勤の場合支給を廃止 

管理職手当 部長職：１３％　課長職：１１％　主幹職：８％ 

支給職員１人当たり平均支給 
年額 ６７，５６４円 

勤勉手当 

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 
※（　）内は再任用職員に係る支給割合です。 

１人当たり平均支給額（平成１７年度実績） 
　普通退職　１１，６０６千円 
　勧奨・定年退職　２４，１０９千円 

扶養親族１人につき１３，５００円＊～５，０００円 
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子１人につき５，０００円を加算 
＊Ｈ１７．１２．１から１３，０００円 

（４） 職員手当の状況 （平成１７年４月１日現在） 

４５，８７０人 

歳出額 
（Ａ） 

１１，８０３，６１０千円 

実質収支 

５０３，５５１千円 

人件費 
（Ｂ） 

住民基本台帳人口 
（平成１８年３月３１日現在） 

３，４２０，６２７千円 

人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

２９．０％ 

１７年度の 
人件費率 

３０．３％ 
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※（　）内は、平成１７年度に新たに育児休業等を取得した職員数 

（５） 特別職の報酬等の状況（平成１７年４月１日現在） 

区　分 

市　長 

給料月額等 

９８９，０００円 

助　役 ８１６，０００円 

収入役 ７４１，０００円 

議　長 ５１２，０００円 

副議長 ４６２，０００円 

議　員 ４３１，０００円 

期末手当（平成１７年度） 

６月期　１．６０月分 
１２月期　１．７５月分 

計　３．３５月分 
　　加算措置　有 

（１） 勤務時間 

（３） 育児休業等の取得状況 

１日当たりの勤務時間 

月～金曜日　午前８時３０分から午後５時１５分まで 
休憩時間：４５分　休息時間：１５分を２回 

※消防署等出先機関では、交替制勤務など変則勤務職場もありますが、週４０時間を 
　原則として勤務の割り振りをしています。 

職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇および介護休暇があります。 

（２） 休暇制度 

区　分 

取得者数 

職務専念義務免除承認件数 

営利企業等従事許可件数 

２５６件 

６０件 

育児休業 

１６人（３人） 

部分休業 

０人（０人） 

１週間当たりの勤務時間 

４０時間 

年次有給休暇の１人当たり平均取得日数 
（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 

７日１時間 

免職 

－ 

休職 

３人 

降任 

－ 

降給 

－ 

免職 

－ 

停職 

－ 

減給 

－ 

戒告 

３人 

※収入役は、平成１７年７月６日から廃止しています。 

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

４　職員の分限および懲戒処分の状況 

５　職員の服務の状況 

分 限 処 分  懲 戒 処 分  

　職員は、地方公務員法により信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務、政治的行為の制
限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限などの義務規定、禁止規定が定められています。 
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６　職員の研修および勤務成績の評定の状況 
（１） 職員の研修の状況 

（２） 勤務成績の評定の概要 

主な研修内容 人　数 

　愛知県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では、短期給付事業（医療関係等）、長期給付
事業（年金関係等）、福祉事業（健康保持増進事業等）を行っています。 

区　分 

合　　　　計 １，１４５人  

自主研修 １，０５９人  
新規採用職員研修、接遇・クレーム研修、パソコン研修、政策課題研修、 
メンタルヘルス研修、公務員倫理研修、ユニバーサルデザイン研修など 

７　職員の福祉および利益の保護の状況 

８　公平委員会の業務の状況 

（１） 職員の健康管理事業の状況 

（２） 共済制度 

受診者数 区　分 

１５０人 

２５０人 

２０人 

定期健康診断 

人間ドック 

産業医による健康相談 

件数 区　分 

０件 

０件 

勤務条件に関する措置の要求 

不利益処分に関する不服申立て 

３４６，２３７，２４６円 （１人当たり ８４６，５４６円） 共済組合負担金 

　会員（職員）相互の共済および福祉の増進のために、職員互助会を設置しています。 
（３） 職員互助会 

４，１２１，１１５円（会員数　４１０人） 互助会負担金 

会員掛金：市負担金＝１：１ 負担割合 

（４） 職員の災害補償 

１件 公務災害（傷病）認定件数 

２，８２９，４９３円 地方公務員災害補償基金負担金 

評定の時期 対象者数 概　　　要 

６月１日 
１２月１日 

６月期　８３人 
１２月期　８６人 

派遣研修 ８６人  （財）愛知県市町村振興協会研修センター、尾張五市二町研修協議会、 
自治大学校、市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所など 

部長（一部、課長を含む。）以上による勤務成績評定と自己評定とし、
ＡからＥまでの５段階で評価します。勤勉手当の成績率は、部課長職は
１００分の１８０以下、主幹職は１００分の１４０以下の範囲内としています。 

●愛北広域事務組合・小牧岩倉衛生組合の人事行政の運営等の状況の公表は、各組合のホームページおよび 
　岩倉市役所前の掲示場で公表していますので、ご覧ください。 
　ホームページアドレス 
　　愛北広域事務組合　http ://home .owar i .ne . jp/̃a ihoku/a ihoku . index .html  
　　小牧岩倉衛生組合　http ://www.c i ty .komaki .a ich i . jp/ga iyou/sos ik i/knkycenter/  
●問合先　秘書課人事係（☎３８‐５８０１）まで。 
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健 康  
講 座  

健 康  
講 座  
健 康  
講 座  

知っておきたい 

「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
 

岩
倉
市
医
師
会
　
檜
木
治
幸
 

ひ
の
き

 

は
る
ゆ
き

 

　
皆
さ
ん
は
「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
と

い
う
病
気
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

最
近
で
は
時
々
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
ど
こ
か
で
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
な
と
い
う
方
も
み
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
パ
ニ
ッ
ク
障

害
と
は
、
繰
り
返
し
起
こ
る
「
パ
ニ

ッ
ク
発
作
」
と
、
発
作
が
起
こ
る
こ

と
へ
の
「
不
安
」
、
お
よ
び
そ
れ
に

伴
う
「
回
避
行
動
」
が
見
ら
れ
る
も

の
で
「
不
安
障
害
」
と
呼
ば
れ
る
病

気
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

　
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
典
型
的
な
例
は

こ
ん
な
感
じ
で
す
。
あ
る
日
、
突
然
、

何
の
き
っ
か
け
も
な
く
、
急
に
気
分

が
悪
く
な
り
、
次
第
に
胸
が
ド
キ
ド

キ
し
て
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、
全
身

が
緊
張
し
て
冷
や
汗
が
出
て
き
て
、

気
が
遠
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
死
ん
で

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど

強
烈
な
不
安
・
恐
怖
感
に
襲
わ
れ
る

と
い
っ
た
発
作
（
”パ
ニ
ッ
ク
発
作
“と

い
い
ま
す
）
が
起
こ
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
（
特
に
、
電
車
や
バ
ス
に

乗
っ
て
い
る
と
き
や
、
自
動
車
の
運

転
中
、
ま
た
歯
科
や
美
容
室
な
ど
、

す
ぐ
に
助
け
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た

り
逃
げ
出
せ
な
い
よ
う
な
生
活
シ
ー

ン
で
起
こ
り
や
す
い
）
。
あ
ま
り
の

症
状
か
ら
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ

る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
発
作
自

体
は
、
病
院
に
着
く
こ
ろ
に
は
お
さ

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
病
院
で

心
電
図
や
呼
吸
機
能
な
ど
の
検
査
を

し
て
も
異
常
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

医
師
か
ら
「
問
題
な
い
の
で
大
丈
夫

で
す
よ
」
と
い
わ
れ
て
も
、
と
て
も

安
心
し
た
気
持
ち
に
な
れ
な
い
ほ
ど

の
不
安
が
残
り
ま
す
。
以
来
、
同
じ

よ
う
な
不
安
の
発
作
が
繰
り
返
し
起

こ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
病

院
で
心
臓
や
脳
の
検
査
を
受
け
て
も

や
は
り
何
も
異
常
は
見
つ
か
ら
ず
、

「
ま
た
発
作
が
起
き
る
の
で
は
…
？
」

と
い
う
発
作
の
再
発
に
対
し
て
の
強

い
不
安
（
”予
期
不
安
“と
い
い
ま
す
）

が
付
き
ま
と
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
発
作
を
恐
れ
て
ひ
と
り
で

外
出
で
き
な
く
な
っ
た
り
（
回
避
行

動
）
し
て
仕
事
や
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
原
因
は
は
っ
き

り
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近

の
研
究
で
は
、
脳
内
の
神
経
伝
達
物

質
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
パ
ニ
ッ
ク

障
害
の
治
療
は
、
薬
に
よ
っ
て
こ
の

乱
れ
た
脳
内
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
を
調
整
し
な
が
ら
、
認
知
行
動

療
法
な
ど
の
心
理
療
法
に
よ
っ
て
不

安
の
発
作
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
い
う
病
気
が
、

日
本
で
は
ま
だ
十
分
に
知
ら
れ
て
い

な
い
た
め
に
、
多
く
の
人
が
自
分
に

起
き
て
い
る
症
状
が
パ
ニ
ッ
ク
障
害

と
い
う
病
気
だ
と
は
知
ら
ず
に
い
た

り
、
か
ら
だ
の
病
気
を
疑
っ
て
検
査

を
受
け
て
も
異
常
が
な
い
と
い
わ
れ
、

適
切
な
治
療
を
受
け
な
い
ま
ま
症
状

を
徐
々
に
悪
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
パ
ニ
ッ

ク
障
害
は
、
か
つ
て
は
「
心
臓
神
経

症
」
「
不
安
神
経
症
」
な
ど
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
国

際
的
な
取
り
決
め
に
よ
る
「
パ
ニ
ッ

ク
障
害
」
と
い
う
病
名
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
実
は
そ

れ
ほ
ど
珍
し
い
病
気
で
は
な
く
、
ア

メ
リ
カ
で
は
１
０
０
人
に
３
人
ぐ
ら

い
の
程
度
で
発
症
し
て
お
り
、
日
本

で
も
ほ
ぼ
同
率
の
患
者
さ
ん
が
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
パ
ニ

ッ
ク
障
害
に
対
す
る
認
識
と
理
解
が

す
す
め
ば
患
者
数
は
更
に
増
え
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク
障

害
は
特
別
な
病
気
で
も
怖
い
病
気
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
受
診
を
し

て
ゆ
っ
く
り
と
焦
ら
ず
に
治
療
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
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男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして

高
齢
者
を
狙
っ
た
架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　
　
　
　
　
〜
平
成
１８
年
度
上
半
期
の
相
談
傾
向
か
ら
〜 

　妻と夫、それぞれに生きがいがあってい
いはずです。お互いが対等のパートナーで
ある以上、それを奪うことはできないし、
家庭責任も対等なのです。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
－５８１９）まで。 

●共働き・対等のパートナー● 

愛
知
県
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
平
成
１８
年

度
上
半
期
の
相
談
か
ら
 

　
平
成
１８
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
寄
せ
ら
れ
た
相

談
件
数
は
、
１
千
６
７
５
件
と
前
年
度
同

期
の
２
千
５１
件
と
比
べ
て
３
７
６
件
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
電
話
情
報
料

の
不
当
（
架
空
）
請
求
」
な
ど
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
う
ち
、
は
が
き
や
封
書
な
ど
に
よ

る
不
当
請
求
の
相
談
件
数
は
、
８
８
９
件

で
前
年
度
の
同
期
に
比
べ
て
１
２
２
件
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
全
相
談
件
数
の
半
数

以
上
を
占
め
て
お
り
、
依
然
と
し
て
多
く

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
年
代
別
に
見
る
と
、
２０
代
・
３０
代
の
相

談
が
全
体
の
３８
・
３
㌫
を
占
め
、
前
年
度

同
期
の
４３
・
９
㌫
と
比
べ
て
５
・
６
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
電
話
情
報
料

の
架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
で
は
、
こ
の

年
代
層
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
不
当
（
架
空
）
請
求
全
体
の
件

数
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
５０
代
ま
で
の

年
代
に
対
す
る
不
当
請
求
が
減
少
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
６０
歳
以
上

の
人
を
狙
っ
た
不
当
請
求
は
、
前
年
度
同

期
の
３
７
１
件
か
ら
４
５
６
件
と
、
件

数
・
割
合
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
理
由
と
し
て
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
債

務
内
容
の
不
明
な
架
空
請
求
は
が
き
、
封

書
が
大
量
に
送
付
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！！
 

岩
倉
市
で
も
架
空
請
求
が
多
発
 

　
岩
倉
市
の
市
民
相
談
室
に
も
同
種
の
架

空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
前
年
度
同
期
の
２７
件
を
大
き
く

上
回
る
６４
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
年
度
１
年
間
に
当
た
る
件
数
で
、

過
去
最
高
の
件
数
と
な
っ
て
お
り
注
意
が

必
要
で
す
。
 

架
空
請
求
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
 

　
こ
れ
ま
で
架
空
請
求
に
注
意
し
て
い
た

だ
く
よ
う
何
度
も
紙
面
で
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
が
、
も
う
一
度
、
架
空
請
求
の
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
対
応
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
 

★
利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
払
わ
な
い
 

★
は
が
き
に
書
か
れ
た
連
絡
先
に
自
分
か

ら
連
絡
し
な
い
 

★
証
拠
は
保
管
す
る
 

★
相
手
が
自
宅
に
押
し
か
け
て
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
恐
怖
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
警
察
へ
（
江
南
警
察
署
生
活
安
全
課

（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
）
 

　
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
尾

張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６
‐
７

１
‐
０
９
９
９
）
ま
た
は
、
市
役
所
市
民

相
談
室
（
☎
３
８
‐
５
８
２
２
）
ま
で
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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募集  

催し  
        ●

新
春
賀
詞
交
歓
会
 

  　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
新
春

賀
詞
交
歓
会
を
立
食
パ
ー
テ
ィ

ー
形
式
で
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１
月
５
日
（金）
午
前
１１

時
３０
分
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
会
費
　
３
千
円
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

お
勤
め
の
人
 

▼
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
期
限
　
１２
月
１２
日
（火）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商

工
会
（
☎
６
６
‐
３
４
０
０
）
 

  ●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

　
館
行
事
 

  　
児
童
館
で
は
、
次
世
代
育
成

支
援
事
業
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
１８
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
日
曜
・
祝
日
開

館
に
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
行
事

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
親
子
で
、
ま
た
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
も
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

「
昔
遊
び
の
会
」
 

▼
と
き
　
１２
月
１０
日
（日）
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
六
児
童
館
（
石

仏
町
）
 

▼
指
導
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
イ
キ

イ
キ
ラ
イ
フ
の
会
 

▼
内
容
　
折
り
紙
、
お
手
玉
、

こ
ま
回
し
、
紙
飛
行
機
、
あ
や

と
り
等
 

「
鳴
子
お
ど
り
体
験
」
 

▼
と
き
　
１２
月
１７
日
（日）
午
前
１０

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
内
）
 

▼
指
導
　
岩
倉
鳴
子
踊
り
の
会

「
五
条
川
桜
」
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
‐
１
１
０
６
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
１２
月
の
２
回
目
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
お
贈
り
し
ま
す
。
 

　
地
元
で
音
楽
を
楽
し
む
現
役

音
大
生
や
卒
業
生
の
若
い
皆
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
 

　
ピ
ア
ノ
・
歌
・
サ
ッ
ク
ス
で

聞
く
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無

料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１２
月
１７
日
（日）
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
Ｍ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
 

▼
演
奏
曲
　
「
戦
場
の
メ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
」「
ア
ベ
マ
リ
ア
」

ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
民
俗
資
料
企
画
展
「
岩

　
倉
の
歴
史
　
夢
未
来
」

　
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展
期

　
間
延
長
の
お
知
ら
せ
 

  　
「
岩
倉
の
歴
史
　
夢
　
未

来
」
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展
を
１２

月
１２
日
（火）
ま
で
、
期
間
を
延
長

し
て
開
催
し
ま
す
。
 

▼
平
成
８
年
「
岩
倉
の
歴
史
」

（
絵
と
文
　
水
野
本
光
）
古
い

歴
史
と
伝
統
を
今
に
伝
え
る
重

厚
な
絵
で
す
。
 

▼
平
成
１４
年
「
岩
倉
っ
子
・
夢

未
来
」
（
は
り
絵
　
児
童
館
共

同
作
品
）
ま
さ
に
、
「
岩
倉
の

未
来
は
明
る
い
」
と
感
じ
さ
せ

る
子
供
た
ち
の
楽
し
く
夢
い
っ

ぱ
い
の
は
り
絵
で
す
。
 

▼
平
成
１８
年
「
郷
土
の
英
雄
山

内
一
豊
の
生
涯
」
（
絵
　
正
高

基
子
）
や
さ
し
い
タ
ッ
チ
で
戦

国
時
代
を
生
き
抜
い
た
夫
婦
の

英
知
と
愛
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
３
階
郷
土

資
料
室
（
開
館
時
間
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
５
時
）
休
館
日

（
毎
週
月
曜
日
と
月
末
）
 

▼
主
催
　
岩
倉
民
具
研
究
会
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
（
☎

３
８
‐
５
８
１
９
）
 

        ●
図
書
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
 

  　
図
書
館
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
 

　
都
合
の
つ
く
時
間
に
で
き
る

範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、
図
書

館
の
業
務
を
お
手
伝
い
く
だ
さ

い
。
 

▼
活
動
日
時
　
図
書
館
の
業
務

時
間
内
（
火
〜
日
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
７
時
）
 

▼
活
動
内
容
　
返
却
図
書
の
配

架
、
書
架
整
理
、
書
架
案
内
等

の
利
用
者
支
援
、
催
事
の
応
援
、

環
境
美
化
な
ど
 

▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７

‐
６
８
０
４
）
 

み
ず 

の 

ほ
ん
こ
う 

ま
さ
た
か 

も
と  

こ 
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  ●
愛
知
県
知
事
選
挙
事
務

　
臨
時
職
員
 

          　
現
知
事
の
任
期
満
了
に
伴
い

平
成
１９
年
２
月
４
日
（日）
に
愛
知

県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
岩
倉
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、
こ
の
選
挙
事
務
に

従
事
す
る
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
 

投
票
事
務
臨
時
職
員
 

▼
募
集
人
数
　
３３
人
（
各
投
票

所
２
〜
３
人
）
 

▼
勤
務
日
　
平
成
１９
年
２
月
４

日
（日）
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
６
時
３０
分

〜
午
後
８
時
３０
分
 

▼
勤
務
内
容
　
投
票
す
る
人
が

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
確

認
す
る
な
ど
の
仕
事
で
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
２
０
円

（
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
）
 

期
日
前
投
票
事
務
臨
時
職
員
 

▼
募
集
人
数
　
６
人
 

▼
勤
務
場
所
　
岩
倉
市
役
所
 

▼
勤
務
日
　
平
成
１９
年
１
月
１９

日
（金）
〜
２
月
３
日
（土）
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
８
時
３０
分
（
交
替
勤

務
）
 

▼
勤
務
内
容
　
投
票
す
る
人
が

名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
確

認
す
る
な
ど
の
仕
事
で
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
２
０
円

（
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
）
 

選
挙
事
務
臨
時
職
員
 

▼
募
集
人
数
　
２
人
 

▼
勤
務
場
所
　
岩
倉
市
役
所
 

▼
勤
務
日
　
平
成
１９
年
１
月
１５

日
（月）
〜
２
月
５
日
（月）
 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
 

▼
勤
務
内
容
　
選
挙
事
務
を
補

助
す
る
仕
事
で
す
。
 

▼
賃
金
　
１
時
間
８
２
０
円

（
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
）
 

▼
採
用
基
準
　
い
ず
れ
の
職
種

も
１８
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
 

▼
応
募
期
限
　
１２
月
１５
日
（金）
午

後
５
時
 

▼
そ
の
他
　
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
採
用
者
を

決
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
投
票
率
が
低
い
若
年

層
の
投
票
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
新
有
権
者
お
よ
び
若
年

層
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８
‐
５

８
０
４
）
 

        ●
転
ば
ぬ
先
の
健
康
づ
く

　
り
教
室
 

　
〜
転
倒
予
防
教
室
〜
 

  　
寝
た
き
り
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
 

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
向
上
の

た
め
の
運
動
に
よ
り
転
倒
を
予

防
す
る
と
と
も
に
、
食
生
活
、

口
腔
ケ
ア
等
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
介
護
予
防
を
学
び
、
生
き

生
き
と
元
気
な
日
々
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
　
表

の
と
お
り
 

▼
対
象
　
６５
歳
以
上
の
人
 

▼
定
員
　
２０
人
 

▼
指
導
　
健
康
運
動
指
導
士
、

作
業
療
法
士
、
保
健
師
、
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
　
 

▼
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
服

装
と
内
履
き
の
運
動
靴
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        ●
教
育
相
談
 

         　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
‐
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
‐
０
３
０
０
）
 

講座  
教室  

相 談 
その他 

体力測定、オリエンテーション 

運動実技、ミニ健康講座 
「運動をはじめよう」 

運動実技、ミニ健康講座 
「フットケア」 

運動実技、ミニ健康講座 
「低栄養予防」 

運動実技、ミニ健康講座 
「低栄養予防」 

運動実技、ミニ健康講座 
「口腔ケア」 

運動実技、トレーニング講習 

運動実技、トレーニング講習 

運動実技、トレーニング講習 

運動実技、ミニ健康講座 
「口腔ケア」 

運動実技、ミニ健康講座 
「運動をつづけよう」 

体力測定 

１月１１日（木） 

１月１８日（木） 

 

１月２４日（水） 

 

２月 １日（木） 

 

２月 ８日（木） 

 

２月１５日（木） 

 
２月２２日（木） 

３月 １日（木） 

３月 ８日（木） 

３月１５日（木） 

 

３月２２日（木） 

 
３月２９日（木） 

 

 

 

 

 

保健センター 

 

 

 

 

 

総合体育文化 
センター 
 

 

 

保健センター 

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
 

（
受
付
午
後
１
時
３０
分
〜
）
 

とき ところ 内容 

や
ま   

だ   

か
ず 

ゆ
き 
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  ●
地
球
温
暖
化
防
止
月

　
間
・
大
気
汚
染
防
止
推

　
進
月
間
 

         　
冬
は
、
１
年
中
で
最
も
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す

二
酸
化
炭
素
濃
度
が
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き

る
小
さ
な
心
が
け
や
事
業
所
の

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
で
、
地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。
 

家
庭
 

★
暖
房
温
度
は
２０
℃
以
下
に
設

定
し
よ
う
。
 

★
不
必
要
な
照
明
・
電
気
製
品

の
電
源
を
こ
ま
め
に
消
そ
う
。
 

★
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急

発
進
、
急
加
速
を
し
な
い
な
ど

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
よ
う
。
 

★
外
出
時
に
は
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
利
用
し
よ
う
。
 

★
給
湯
器
の
設
定
温
度
を
で
き

る
だ
け
低
く
し
よ
う
。
 

事
業
所
 

★
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急

発
進
、
急
加
速
を
し
な
い
な
ど

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
よ
う
。
 

★
排
気
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
で
、

燃
費
の
よ
い
自
動
車
を
使
用
し

よ
う
。
 

★
貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
進
め
、

自
動
車
の
走
行
量
を
減
ら
そ
う
。
 

★
良
質
燃
料
の
使
用
や
燃
焼
管

理
の
徹
底
を
図
ろ
う
。
 

★
暖
房
温
度
は
２０
℃
以
下
に
設

定
し
よ
う
。
 

★
不
必
要
な
照
明
・
Ｏ
Ａ
機
器

の
電
源
は
こ
ま
め
に
消
そ
う
。
 

●
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
大

気
環
境
課
地
球
温
暖
化
対
策
室

温
暖
化
対
策
グ
ル
ー
プ
（
☎
０

５
２
‐
９
５
４
‐
６
２
４
２
）
 

  　
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
 

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協

　
力
を
 

  　
経
済
産
業
省
で
は
、
１８
年
工

業
統
計
調
査
を
平
成
１８
年
１２
月

３１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
 

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。
 

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
皆
様
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活

部
統
計
課
工
業
統
計
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
１

０
６
）
ま
た
は
、
商
工
農
政
課

商
工
観
光
係
（
☎
３
８
‐
５
８

１
２
）
 

  ●
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
 

  　
あ
な
た
は
エ
イ
ズ
（
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）
に
関
し
て

ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
次
の
○
×
ク
イ
ズ
に
答
え
て

正
し
い
知
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

【
Ｑ
】
世
界
的
に
は
増
加
傾
向

に
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ

ル
ス
）
感
染
者
。
し
か
し
日
本

だ
け
を
見
る
と
、
減
少
傾
向
に

あ
る
。
 

【
Ａ
】
×
　
世
界
中
で
増
加
傾

向
に
あ
り
、
日
本
で
も
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
２
０
０
５
年
１２
月
末

ま
で
に
、
新
た
に
報
告
さ
れ
た

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
８
３
２
人
、

エ
イ
ズ
発
症
者
は
３
６
７
人
。

全
体
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
７
千

３
９
２
人
、
エ
イ
ズ
発
症
者
は

３
千
６
４
４
人
で
過
去
最
高
を

記
録
し
て
い
ま
す
。
 

【
Ｑ
】
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、

約
１
週
間
ほ
ど
で
エ
イ
ズ
が
発

症
し
て
し
ま
う
た
め
、
一
刻
も

早
く
感
染
に
気
づ
き
、
治
療
を

行
う
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
 

【
Ａ
】
×
　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
よ
っ
て
体
の
抵
抗
力
が
壊

れ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
平
均

で
５
〜
１０
年
は
発
症
し
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
 

【
Ｑ
】
日
本
で
も
若
者
を
中
心

に
増
加
中
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ
（
性
感
染

症
）
。
エ
イ
ズ
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
 

【
Ａ
】
○
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
も
っ
と

も
大
き
な
感
染
経
路
は
セ
ッ
ク

ス
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
Ｓ
Ｔ

Ｄ
の
ひ
と
つ
で
す
。
セ
ー
フ
ァ

ー
セ
ッ
ク
ス
（
よ
り
安
全
な
セ

ッ
ク
ス
）
を
守
れ
ば
感
染
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
不
特
定
多
数
の
人
と
の
性
交

渉
を
避
け
た
り
、
コ
ン
ド
ー
ム

を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
は
効

果
的
で
す
。
 

【
Ｑ
】
エ
イ
ズ
は
握
手
や
咳
・

く
し
ゃ
み
な
ど
で
感
染
す
る
こ

と
は
な
い
た
め
、
エ
イ
ズ
感
染

者
に
近
づ
い
て
も
心
配
は
な
い
。
 

【
Ａ
】
○
　
エ
イ
ズ
は
感
染
力

が
弱
く
、
空
気
感
染
は
な
い
の

で
握
手
や
咳
な
ど
日
常
的
な
接

触
で
は
絶
対
に
感
染
し
ま
せ
ん
。
 

　
感
染
が
可
能
な
ほ
ど
Ｈ
Ｉ
Ｖ

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
精

液
・
血
液
・
膣
分
泌
液
・
母
乳

の
４
つ
の
み
で
す
か
ら
、
む
や

み
な
心
配
や
誤
解
は
感
染
者
に

対
し
て
失
礼
で
す
。
 

【
Ｑ
】
感
染
に
心
当
た
り
の
あ

る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
検
査
を
受
け
た

ほ
う
が
よ
い
。
 

【
Ａ
】
×
　
感
染
の
有
無
を
調

べ
る
た
め
に
は
血
液
中
に
Ｈ
Ｉ

Ｖ
の
抗
体
が
あ
る
か
ど
う
か
を

検
査
し
ま
す
。
こ
の
抗
体
は
、

感
染
後
６
か
ら
８
週
間
た
た
な

い
と
検
査
結
果
に
現
れ
な
い
た

め
、
そ
れ
以
前
に
検
査
し
て
も

正
確
な
判
定
が
で
き
な
い
の
で

す
。
あ
せ
る
心
を
抑
え
つ
つ
、

８
週
間
後
に
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
愛
知
県
下
の
保
健
所
で

は
匿
名
・
無
料
検
査
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
検
査
の
結
果
は

本
人
に
直
接
知
ら
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

感
染
し
な
い
た
め
に
も
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
予
防
に
心
が
け
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ま
し
ょ
う
 

　
現
在
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
量
や
免
疫

力
を
定
期
的
に
は
か
り
、
時
期

に
応
じ
て
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

か
な
り
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
感
染
＝
死
」
と
早
合
点
し
な

い
で
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、

ま
ず
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

確
か
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
ク
イ
ズ
の
結
果
は
ど
う
で
し

た
か
？
　
感
染
し
な
い
た
め
に

も
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

●
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎

５
６
‐
２
１
５
７
）
、
エ
イ
ズ

に
つ
い
て
の
相
談
は
、
愛
知
県

エ
イ
ズ
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

５
２
‐
９
７
２
‐
９
２
０
０
）
 

  　
１２
月
４
日
〜
１０
日
 

●
人
権
週
間
 

        　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
１

９
４
８
年
（
昭
和
２３
年
）
１２
月

１０
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
国

際
連
合
は
、
１２
月
１０
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
す
べ

て
の
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
思

想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事
を
毎

年
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

ま
す
。
 

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
各
関
係
機
関

お
よ
び
団
体
の
協
力
を
得
て
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
一
週
間
（
１２
月
４
日
か
ら
１０

日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
デ
ー

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人

権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。
 

　
名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
本

年
が
世
界
人
権
宣
言
採
択
５８
周

年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
「
第

５８
回
人
権
週
間
」
と
し
て
、
 

・
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
　
人

　
権
意
識
―
思
い
や
り
の
心
・

　
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

　
に
―
 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
 

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

　
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
 

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

　
う
 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

　
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

　
な
く
そ
う
 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

　
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

　
め
よ
う
 

等
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
 

岩
倉
市
の
人
権
相
談
 

　
岩
倉
市
の
人
権
擁
護
委
員
に

よ
り
、
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
市
役
所
１

階
市
民
相
談
室
に
お
い
て
、
人

権
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

に
つ
い
て
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
 

１２
月
の
特
設
人
権
相
談
 

▼
と
き
　
１２
月
８
日
（金）
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
民
相
談
室
２
 

▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
 

岩
倉
市
の
人
権
擁
護
委
員
 

★
福
冨
富
貴
子
　
下
本
町
天
神

塚
５５
‐
３
（
☎
３
７
‐
２
５
３

２
）
 

★
井
上
裕
介
　
八
剱
町
池
田
３０

‐
２
（
☎
３
８
‐
２
８
９
２
）
 

★
鵜
飼
洋
子
　
下
本
町
丸
之
内

１
３
４
（
☎
３
７
‐
１
６
６

４
）
 

★
宮
田
浩
明
　
北
島
町
１
３
１

８
（
☎
３
７
‐
０
６
９
３
）
 

街
頭
啓
発
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
８
日

（金）
午
前
９
時
３０
分
〜
岩
倉
駅
前
、

午
前
１０
時
〜
ユ
ニ
ー
岩
倉
店
前
 

人
権
作
品
展
 

　
「
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
」
一
宮
支
局
管
内
入

賞
作
品
 

▼
と
き
　
人
権
週
間
中
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０

７
）
 

常
駐
人
権
相
談
 

　
一
宮
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

の
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
、
常

駐
人
権
相
談
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
 

　
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
の
あ

る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

に
つ
い
て
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
・
振
替
休
日
は
除
く
）
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
名
古
屋
法
務
局
一

宮
支
局
相
談
室
 

▼
相
談
内
容
　
人
権
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
も
の
　
 

▼
問
合
先
　
名
古
屋
法
務
局
一

宮
支
局
（
一
宮
市
公
園
通
４
‐

１７
‐
３
☎
０
５
８
６
‐
７
１
‐

０
６
０
０
）
 

  
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
年
末
の
交
通
安
全
県
民

　
運
動
 

  　
年
末
年
始
を
迎
え
、
例
年
、

こ
の
時
期
は
、
交
通
事
故
が
多

発
す
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
忘

年
会
シ
ー
ズ
ン
で
の
飲
酒
の
機

会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

事
故
の
増
加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
１
年
を
通
じ
て
日
没

時
刻
が
最
も
早
い
こ
の
時
期
は
、

毎
年
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に

か
け
て
高
齢
者
が
、
歩
行
中
に

交
通
事
故
に
遭
う
率
が
増
加
し

ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
現
在
、
愛
知
県
内

で
実
施
中
の
「
交
通
事
故
死

『
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ワ
ー
ス
ト
』

フ
ァ
イ
ナ
ル
１
０
０
日
作
戦
」

と
連
動
し
、
年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

▼
期
間
　
１２
月
１
日
（金）
〜
１０
日

（日）
 

▼
重
点
目
標
 

・
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う
 

・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
〜
ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動

の
推
進
〜
 

・
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動

（
交
差
点
で
黄
信
号
も
止
ま
る

運
動
）
を
推
進
し
よ
う
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

ふ
く
と
み  

ふ  

き   

こ 

い
の
う
え
ゆ
う
す
け 

 

う  

か
い
よ
う 

こ 

み
や 
た 
こ
う
め
い 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

 
 

●
一
宮
社
会
保
険
事
務
所

　
の
年
金
相
談
業
務
が
時

　
間
延
長
、
休
日
開
庁
さ

　
れ
ま
す
 

  　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

平
日
の
昼
間
に
は
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
年
金
の
相
談

業
務
を
時
間
延
長
、
休
日
開
庁

し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
の

年
末
年
始
の
お
休
み
は
、
１２
月

２９
日
（金）
〜
１
月
３
日
（水）
に
な
り

ま
す
。
 

▼
と
き
　
時
間
延
長
は
毎
週
月

曜
日
　
午
後
７
時
ま
で
（
祝
日
、

振
替
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
、

休
日
開
庁
は
毎
月
第
二
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
 

　
１２
月
の
日
程
は
表
の
と
お
り

で
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
一
宮
市
新
生
４
‐
７
‐

１３
）
 

▼
持
ち
物
　
相
談
に
つ
い
て
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、

印
鑑
、
代
理
の
人
が
お
越
し
の

と
き
に
は
委
任
状
。
手
続
き
の

と
き
は
、
事
前
に
電
話
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
５
８
６
‐
４
５
‐

１
４
１
１
）
 

  　
献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

         　
 

　
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
時
間
と

勇
気
を
献
血
に
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
 

　
あ
な
た
の
血
液
で
、
一
人
で

も
多
く
の
大
切
な
命
が
救
え
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１２
月
１０
日

（日）
　
岩
倉
団
地
集
会
所
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
‐
３
１
３
５
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

 　
 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談

に
よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
　

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書

等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無

料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
‐
３
６
２
０

‐
７
６
５
４
）
 

  
障
害
の
あ
る
人
が
普
通
に
 

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
 

●
１２
月
９
日
は
障
害
者
の
日
 

 　
 

　
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
害
者
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
欲
を
高
め
る
た
め
、
昭
和
５６

年
の
国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
、
 

★
豪
商
た
ち
の
時
代
―
徳

　
川
三
百
年
は
「
あ
き
ん

　
ど
」
が
創
っ
た
 

 　
　
　
　
　
脇
本
　
祐
一
　
著
 

　
　
　
　
分
類
　
経
済
・
法
律
 

        　
豪
商
た
ち
の
足
跡
を
全
国
に

た
ど
り
、
江
戸
時
代
の
経
済
シ

ス
テ
ム
の
成
り
立
ち
と
変
遷
を

知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
て
描
く
。
世
界
初
の
先
物
市

場
「
堂
島
米
市
場
」
の
仕
組
み
、

大
石
蔵
助
と
蔵
助
と
藩
札
の
意

外
な
関
係
な
ど
の
秘
話
も
満
載
。
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
い
い
か
ら
い
い
か
ら
　
 

　
は
せ
が
わ
・
よ
し
ふ
み
　
作
 

★
カ
ミ
さ
ま
全
員
集
合
！
 

　
　
や
ま
も
と
・
た
か
し
　
絵
 

　
う
ち
だ
・
り
ん
た
ろ
う
　
作
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

休日開庁日 

一宮社会保険事務所年金相談業務 

時間延長日 
１２月 

９日（土） 

４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、 
２５日（月） 
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１２
月
９
日
を
障
害
者
基
本
法
の

中
で
「
障
害
者
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
平
成
４
年
に
国
連
で

宣
言
し
た
「
国
際
障
害
者
デ
ー
」

で
あ
る
１２
月
３
日
か
ら
「
障
害

者
の
日
」
で
あ
る
同
月
９
日
ま

で
を
「
障
害
者
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。
 

　
週
間
中
は
も
と
よ
り
、
日
ご

ろ
か
ら
も
障
害
者
福
祉
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
思
い
や
り
の
あ
る
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

一
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっ
ていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩を
いただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１２月３日（日）、１７日（日）午後１時～３時 
　 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１２月４日（月）、１８日（月）午後１時～３時３０分 
■税務相談 
１２月７日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１２月８日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１２月８日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１２月１２日（火）、２７日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前
９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先
着順、電話可）。 
■登記相談 
１２月１３日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
１２月１４日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
１２月１５日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談 
１２月２５日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一
人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経
験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お
気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替
休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

▲
 

▲
 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura  International  Exchange  Society) 
３．Dec（Sun）．１７．Dec（Sun）１３：００～１５：００ 

Consulta  em  Prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao  Internacional  de  Iwakura) 
３/Dez（domingo）. １７/Dez（domingo） 
Das１３：００～１５：００hs

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

　消費者金融を利用する場合は、借入額は必要最小
限とし、事前に確実で、無理のない返済計画を立て
ましょう。 
●利用する前には確認を！ 
　悪質金融に関する相談が県へ、多数寄せられてい
ます。 
　利用する前に貸金業の登録がされているかどうか
を確認してください。契約する場合は、金利や返済
方法などの契約内容を書面でよく確認したうえで契
約し、契約書の控えを必ずもらって保管してくださ
い。 
　実際にはない登録番号を記載し「低金利の融資」
といった甘い触れ込みの広告チラシ等で顧客を募り、
その弱みにつけ込む悪質金融による被害が現在も後
を絶ちません。後々のトラブルを避けるため、電話
や銀行振込等でのやりとりだけで借り入れることは
絶対に避けましょう。 
　なお、金融庁のホームページで登録賃金業者の検
索ができます。 
http://www.fsa.go.jp/ 
●サラリーマン金融の相談料を補助 
　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設している「サ
ラ金・クレジット被害相談」と「消費者被害相談」
に相談された場合に、その相談料の５，２５０円を
補助しています。補助を受けるには、事前に市民相
談室で相談を受けることが必要です。 
　詳しくはお問い合わせください。 
　問合先　市民相談室（☎３８‐５８２２） 

消費者金融の利用は慎重に 

▼
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答
島
英
之
・
由
紀
さ
ん
の
長
男
大

翔
く
ん
（
８
か
月
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
大
切
な
大
切
な
大
翔
く
ん
。
あ
な

た
が
生
ま
れ
て
も
う
す
ぐ
１
年
。
大

き
な
病
気
や
け
が
も
せ
ず
成
長
し
た

ね
。
あ
り
が
と
う
。
毎
日
の
笑
顔
、

泣
き
顔
、
す
べ
て
が
私
た
ち
の
宝
物

で
す
。
 

　
あ
な
た
が
わ
が
家
に
来
て
か
ら
父

と
し
て
母
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
感

じ
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
親
だ
け
ど
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
ね
。
 

大
翔
く
ん 

た
い
　
が 

こ
た
じ
ま
ひ
で
ゆ
き 

ゆ
　
き 

　１１月２日（木）から５日（日）まで、総合体

育文化センターで市民文化祭が開催され、８，４

６６人の皆さんが訪れました。　 

　美術展、市民展、生花展、盆栽展、児童・生徒

作品展には数多くの作品が出品され、訪れた人た

ちは並んだ力作に見入っていました。 

　また、４日、５日には２階ラウンジで岩倉市茶

華道連盟による茶席が設けられ、抹茶を楽しむ人

たちでにぎわいました。 
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前
田
友
紀
生
・
奈
々
さ
ん
の
長
女

陽
音
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
元
気
で
お
歌
の
大
好
き
な

陽
音
ち
ゃ
ん
。
「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
の

歌
が
と
て
も
上
手
に
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ね
。
 

　
あ
な
た
は
家
族
を
と
て
も
明
る
く

し
て
く
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
心

の
温
か
い
人
に
な
っ
て
ね
。
 

ま
え 

だ
　
ゆ
　
き
　
お 

な
　
な 

陽
音
ち
ゃ
ん 

は
る
　
ね 

●あいち防災リーダー　　清 水 敬 明  
し 　  み ず 　 ひ ろ 　 あ き  

トイレ・避難所生活を考えよう（自主防災組織活動）２
いつ起きても不思議でない東海・東南海地震！

　東海・東南海地震発生！　岩倉市内・震度６弱、人
的・建物被害多数発生している模様！ 
　命が助かり、避難したとしましょう。次に必ずやって
くる大問題とは…　そう、排泄です。 
　地震発生から１時間、３時間と時間がたつうちに、そ
の欲求は必ずやって来ます。 
いざという時に困らないためにも 
　まず、個人が家にあるもので、知恵を絞って対処でき
るよう体験訓練はいかがでしょうか！ 

ａ：既存様式トイレの利用…ビニール袋２枚重ねてガ
ムテープで固定 

ｂ：既存和式トイレの利用…ビニール袋を敷く、その
上に新聞紙を敷く 

ｃ：応急代用便器の作成…バケツやダンボールを利用、
２枚重ねビニール 

ｄ：素堀トイレの作成…最低深さ２０㌢、ダンボール
囲い 

　また、自主防災組織で実施される避難訓練等でトイレ
についての模擬体験訓練などは必要ないでしょうか！ 
　次に大事なことは、避難所生活です。 
被災状況により、多くの市民が避難所で生活を余儀なく
されます。 
　その際、災害弱者（介護・支援が必要な高齢者、障害
のある人、妊産婦・乳幼児のいる親や家族、保育園児・
幼稚園児）が安心
して避難所生活が
送れるように配慮
が必要です。 
　日ごろから、「命
にかかわる問題」
として、家庭内で、
自主防災組織内で
その対応の仕方を
話し合っておく必
要はないでしょう
か！ 



26平成18年12月1日 26

岩倉東小学校 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に
４０
台
、
 

各
教
室
に
１
台
ず
つ
入
る
 

つなぐ　〜人と人〜
　学校は、PTA・地域と共に

地域の方といっしょに　グランドゴルフクラブやバドミントンクラブ活動では、地域の方に教えていただい
ています。「パターの持ち方、うち方、得点の付け方やゲームの仕方などたくさん教えていただきます。グラ
ンドゴルフは力のいれ具合が難しいです。はじめは、玉があっちへ行ったりこっちへいったりと大変でしたが、
こつを教えてもらってから、だんだん上達してきました。」（６年児童） 

 
コンピュータ学習　１０月から「コンピュータ室」に４０台、
各教室に１台ずつ新しいコンピュータが設置されました。授業
での活用を始めています。 

　「今日の理科の授業参観はパソコン室で行
われると聞いてとてもわくわくしました。
《台風と天気》についてインターネットで調
べ、問題を解きました。もっと自由に調べら
れるようになりたいと思います」１０／１７
授業参観にて（５年児童） 

笑顔いっぱい　「おはようございま～す」明るい笑顔のあいさつから東小学校の１日が始まります。 
　全校児童数２５４人の東小学校は、地域と保護者・教師の足並みそろった指導が、子どもたちの成長に効果的
に結びついている学校です。 
 
花いっぱい　団地の道路脇や校庭の花壇に心を和ます花作りをしています。下の写真は、親子で小さな苗をポ
ットに入れているところと、運動場南西にあるＰＴＡ花壇に花苗を定植しているところです。夏花壇用は５月

～７月に行い、春花壇用は１０月～１２月に行います。花を育てる
ことは、たいへん手間がかかることですが、一つ一つ愛情をこめて
育てることですばらしい花壇になります。花が咲き心を和ませてく
れるのを今か今かと楽しみにしています。 

グランドゴルフクラブ 

コンピュータ室にて 

苗のポット入れ 

苗の定植 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　１０月２８日、総合体育文化センターで民族音
楽レクチャーコンサートが開かれ、１２３人の市
民の皆さんが観賞しました。 
　今回のコンサートはスペインに伝わる芸能のフ
ラメンコ。ダンサーの泉久美子さんによる踊りと
彌月大治さんのギター、西田祐加さんの歌が一体
となって情熱的なフラメンコが演じられ、会場に
訪れた皆さんは、自然と引き込まれ、じっと見入
っていました。 

　１０月１９日、五条川小学校で４年生６０人を
対象に、昔、生活の中で使われていた古い道具を
実際に体験する授業が行われました。 
　この授業は、地域の民生委員や区長を中心とし
た「岩倉市社会福祉協議会北支会」の会員の皆さ
んが、教科書で「見る」だけでなく「触れて」学
んでもらおうと企画し、講師を務めました。 
　稲の脱穀に使う千歯こきや、もみ殻などを除去
する唐箕のほか洗濯板などを実際に触れて体験し
た子どもたちは、「昔は大変だったんだなぁ」と
話していました。 

触れて学ぶ 
～「古い道具とむかしの暮らし」授業～ 

　１０月３１日、岩倉北小学校と曽野小学校で６年生
を対象に選挙出前トークが行われました。 
　これは、選挙に関する話を聞き、模擬投票をするこ
とにより、選挙の大切さを認識し、２０歳になったら
投票に行ってもらおうと、県の選挙管理委員会が実施
したものです。 
　投票では、２人の立候補者の演説を聞き、実際の選
挙と同じ手順で投票をし、当選者を決めました。 
　また、曽野小学校には２人組のマジシャン「ナポレ
オンズ」が招かれ、「２０歳になったら選挙に行こ
う！」と呼びかけていました。 

20歳になったら選挙に行こう！ 
～選挙出前トーク～ 

情熱のフラメンコに魅了 
～民族音楽レクチャーコンサート～ 

いずみ く　  み　  こ 

とう　み 

み  つきだい  じ  にし  だ   ゆ　か  



NHK大河ドラマ 
「功名が辻」放映中！ 

 

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,661人(+40人) 
            男性／24,251人(+5人) 
            女性／24,410人(+35人) 
         世帯数／19,951世帯(+31世帯) 
        （１１月１日現在、（　）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119
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★母親教室第２回 

★ＢＣＧ 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

健康相談（ふれあいセンター）　はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★野菜の広場／岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

野菜の広場／岩倉駅地下道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

★３歳児健康診査 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

第１０回  
（最終回） 

山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

「功名が辻」高知城完成 
　山内一豊の出世街道は、父・盛豊の敵、織田信長に仕えたと

きに始まる。念願の長浜城２万石の城持ち大名となったのは秀

吉の時代である。そして、秀吉没後天下分け目の関ケ原合戦で

は、徳川家康に与し土佐高知２４万石の大大名に飛躍する。 

　慶長６年（１６０１）１月、四国の覇者長曽我部氏浦戸城に、

兵２００人で入ったのが最初である。同８年８月に本丸と二の

丸完成を待って、大高坂山に築城された高知城に入城。戦乱の

世を生き抜いた一豊と千代にとって、生涯初めての築城であり、

感慨もひとしおであったろう。 

　２年余りのち慶長１０年（１６０５）９月２０日に一豊は没

した。土佐に足を踏み入れてからわずか４年９か月の治世であ

った。落髪して見性院となった千代は、一豊の位牌を抱いて京

都に移り住んだ。一豊と二人三脚で国持ち大名になった土佐高

知をわずか半年余りで離れている。土佐を守るため秀吉の妻高

台院に近づく姿は、典型的な戦国夫人が浮かんでくる。元和３

年（１６１７）雪の降りしきる夕方見性院は他界した。年齢は

一豊と同じ６１歳、縁深きものを感じる。 

　皆様のご愛読に心から感謝申し上げます。　 

岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　休日急病診療（高田幹彦　岩倉病院） 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

▲高知城（写真：高知県高知市提供） 

なかやまはるよし 

くみ 

おおたかさかやま 

けんしょういん 

ちょうそかべ  うら ど 

げん な 


